議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成26年２月14日(金)　午前10時00分～午後２時33分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　佐野尚人　副委員長　さとうゆみ
委　員　青山直道　浅井たつお　伊藤祐司　加藤和男　
川合保生　水野とみ子
議　長　正木祥豊　副議長　加藤武

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記


１　あいさつ
　(1)　議長
　(2)　市長
２　議題
(1)　平成26年第１回長久手市議会定例会について
　ア　付議予定議案について
＜説明：総務部長＞
　　・　議案第１号から議案第32号まで、同意案第１号及び同意案第２号（議案の概要
のとおり）
イ　会期日程について　
＜説明：事務局＞
・　２月27日から３月25日までの27日間
・　３月12日総務委員会　13日教育福祉委員会　14日くらし建設委員会
ウ　議事日程
　＜説明：事務局＞（議事日程第1号～議事日程第6号のとおり）　　　
・　第１号　会議録署名議員　田ひでき議員、じんの和子議員の2人
会期の決定、諸般の報告、予算特別委員会の設置、議案の上程・説明
同意案第１号及び第２号は委員会付託を省略し採決まで
・　第２号　諸般の報告に対する質疑、議案に対する質疑、委員会付託　　　　　
・　第３号～第５号　一般質問（代表質問・個人質問）　午前９時30分開議
・　第６号　委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論採決

（委員長）・　説明のとおりの議事日程でよいか。

＜異議なし＞

エ　予算特別委員会の設置について

（委員長）・　委員定数は８人でよいか。

（委　員）・　なるべく多くの議員が参加できるよう、10人にしてはどうか。

（副委員長）・　予算・決算の審査は重要項目である。できるだけ多くの議員が審査に参加
できるようにすべきではないか。
＜採決の結果８人に決定＞
（委員長）・　各会派の委員構成は、以下のとおりとする。

	会派名等
	人数

	政策グループ〝楓〟
	２人

	長久手市民くらぶ
	２人

	公明党
	１人

	「創」
	１人

	無会派
	２人


（委員長）・　次回議運で委員名を報告。
オ　その他

＜説明：事務局＞
・　各常任委員会及び予算特別委員会への付託議案について説明

（委員長）・　説明のとおりとしてよいか。

＜異議なし＞

（委員長）・　その他意見等はあるか。

（委　員）・　平成26年第１回定例会から委員会でパソコン等の持ち込みが試行される。

　　　　　 議案を電子データで貰えるよう調整してほしい。

（委員長）・　議長から市長に要望する。

（委　員）・　執行部はパソコン等を委員会に持ち込むのか。
（事務局）・　平成26年第１回定例会では持ち込まない。
（2）　説明員の出席について
（事務局）・　くらし文化部及び福祉部は２人次長が在席し、議案の質疑及び一般質問を

行う日に限り、両部２人の次長を本会議に出席させたいとの提案が執行部から
あった。
（委員長）・　次長の出席について意見はあるか。

＜異議なし＞
＜休憩　１１：０８＞
＜再開　１１：２０＞
（3）　議会報告会について
（委員長）・　報告会の反省や意見があれば発表してほしい。

（委　員）・　予定時間を過ぎても終わる気配がなかった。

　　　　 ・　参加者が少なかった。新聞折り込みの効果を検討すべき。

　　　　 ・　準備不足があった。前回までの反省が生かされていなかった。

　　　　 ・　試行とはいえ議会報告会は既に３回実施した。実施マニュアルを作ってはど

うか。

　　　　 ・　各常任委員長がパワーポイント資料を作成する際にフォーマットが提示され

なかった。
　　　　 ・　３回の実績をふまえ、全員に意見を聞く機会を設け、今後どうするかを問う

べきではないか。
（委員長）・　全員打合せ会の際に反省会を行うことでよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　平成26年第１回定例会の全員打合せ会で反省会を行う。
　　　　 ・　反省会開催前に報告会で回収したアンケートの集計を全議員に配布する。
（委　員）・　反省会までに、事前に報告会の開催結果をまとめておくことが必要。
（委員長）・　次回の議運でアンケート結果と議事録を提示する。作成に関しては正副委員

長一任でよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　報告会で出された意見への対応はどうするか。
（副議長）・　執行部へすぐに報告し、執行部からの回答が出されたら議会のホームページ

で発表してはどうか。
（委　員）・　執行部へそのまま報告するのではなく、議会でできる内容を検討すべき。
（委員長）・　報告会で出された意見は、各常任委員会で検討してもらうよう依頼すること
でよいか。
＜異議なし＞
＜休憩　１２：１１＞

＜再開　１３：１０＞

（4）　地区懇談会意見等の処理について
（委員長）・　検討事項や要望事項の扱いをどうするか、意見をいただきたい。くらし建設
委員会は「意見として執行部に伝えるもの」があり、他の委員会の仕分けと異

なる。どのように処理すべきか。
（委　員）・　「意見及び要望」として執行部に伝えてはどうか。
（委員長）・　議運の正副委員長で文言の整理をした上で執行部に提出する要望書にまとめ、
提出する。文案が完成した時点で議運の委員に提示する。
　　　　 ・　「議会として検討すべき事項」の取り扱いはどうすべきか。
（委　員）・　まず全員で情報を共有し、その後、各常任委員会で検討してはどうか。
（委員長）・　「議会として検討すべき事項」は、各常任委員会に検討を依頼することでよ

いか。
＜異議なし＞
（5）　視察結果について

（委員長）・　定例会閉会日の全員打合せ会で視察報告をするが、意見はあるか。
（委　員）・　京丹後市議会で使用している予算と決算の説明資料が参考になる。報告の際

情報提供してはどうか。
　　　　 ・　他の委員会同様に正副委員長一任で報告すればよい。
（委員長）・　予算決算委員会の分科会方式と予算決算の説明資料を中心に報告する。
（6）　継続課題について

（委員長）・　委員会へのパソコン持ち込みについて意見はあるか。
（委　員）・　今回の試行は委員会でのパソコン等の持ち込みであり、インターネットには
接続しない申し合わせであった。
・　継続課題はパソコン等の持ち込みだけではない。委員長は議論がスムーズに
行われるような進行をしてほしい。
（委員長）・　全員打合せ会で試行が始まる旨を報告する。
（7）　正木祥豊議員に関する投書の件について
＜正木議員　除斥＞
（委員長）・　副議長から調査結果を報告願いたい。
（副議長）・　調査結果を報告
（委　員）・　全員協議会の際、正木議員は歯痛で早退したと言っていた。調査結果ではメ

ニエール病となっているがなぜか。また全員協議会の際、どのような処分でも

受け入れると発言したが、その点はどう考えているのか。
（副議長）・　歯痛は正木議員の勘違いであった。
（委　員）・　議員の処遇については、議会の条例等に従って行われるべき。

　　　　 ・　病院には行ったのか。朝からメニエール病の兆候があったのであれば、本会

議の出席も困難だったのではないか。事前にセミナー参加の予約がしてあった
のであれば、初めから議会を途中退席するつもりだったのではないか。

　　　　 ・　１月17日に委員長へ報告書が提出された。直後に議運の視察も行っている

のだから、もっと早く委員に報告すべき。

・　セミナーへの移動手段と出発時間は確認しているか。
（副議長）・　移動手段と出発時間は確認していない。

（委　員）・　移動手段と出発時間について追加調査をお願いしたい。

（委員長）・　副議長は追加調査を行い、次回の議運で報告をしてください。
＜正木議員　入室＞

　　　 ・　次回は２月24日（月）午前10時
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